
みなさん、今、義務教育の９年間

で通う学校が小学校と中学校だけ

ではないことをご存じですか？ 

実は『義務教育学校』と

いう新しい学校制度が 

始まっています。佐世保

にも２校あるんですよ。 

『義務教育学校』に  

ついてご紹介します！ 

 

佐世保市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

Ｑ.１【義務教育学校ってどんな学校ですか？】 

◆義務教育学校とは、2016 年（平成 28年）に制度化された、小学校・中学校とならぶ 

新しい学校制度で、９年間の義務教育を１つの学校組織として一貫的に実施する学校です。 

◆１名の校長先生のもと教職員は１～９年生までの学習を指導します。 

◆佐世保市では平成 30年度に黒島小学校と黒島中学校、及び浅子小学校と浅子中学校が、

「黒島小中学校」、「浅子小中学校」という名称の義務教育学校となりました。  

義務教育学校って何？ ～新しい学校制度についてご紹介します～ 

Ｑ.２【「小中一貫型学校」と「義務教育学校」は違うのですか？】 
 

◆「広田中・広田小」「光海中・金比良小」「小佐々中・小佐々小・楠栖小」は、小中一貫型

学校に分類される学校です。小中一貫型学校は、小学校と中学校が別組織であるのに対し

義務教育学校は１つの学校組織であることが大きな違いです。 

 

◆９年間を見通した教育を

行う点はどちらも同じで

すが、１名の校長先生の

もと、１つの教職員集団

が子どもたちの情報を共

有しながら系統的、連続

的に指導する義務教育学

校の方が、一貫教育の効

果が高いと考えます。 

 

※義務教育学校や小中一貫型学校は、

施設が別でも一体型でも設置可能 

です。 

前 後 



Ｑ.４【義務教育学校になると、良いことばかりなのでしょうか？】 

 

◆義務教育学校には期待される教育効果が数多くありますが、導入にあたって留意しなければ 
ならない点もあります。そこで、教育委員会の考え方とあわせて質問形式でご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留意点 教育委員会としての考え方 

①６年生の最高学年としてのリーダー 
シップ育成はどうなりますか？ 

 リーダーシップの育成には、学年の区分を生かして行事や取組
を考え、それぞれの段階においてリーダー経験を積み重ねること
ができるよう工夫することができると考えます。 

②小学校６年生の卒業という達成感や、
中学校への入学という新鮮さが薄れる
ことはありませんか？ 

 節目として、中学校入学や義務教育学校の後期課程への進級は
大切な時期だと認識しています。その対応として、子どもたちにと
ってステップアップの機会を設けることが必要だと考えます。 

③小学校と中学校が、一つの施設に  
なった場合、体育館や特別教室など、
９学年が使うのに手狭になることは 
ありませんか？ 

 学年・学級数が増加するため、体育館や運動場などの施設利用に
ついて、現在ほどの余裕はなくなる可能性があり、学校規模等を 
踏まえて、慎重な検討が必要です。 

④小・中学生では体格差が大きく、   
一緒に遊んだり活動をしたりする際、
危険ではありませんか？ 

 昼休みの遊ぶ場所を分けたり、曜日を分けたりするなどの  
工夫が考えられます。一方で、６年生と１年生にも体格差はあり、
これまでも様々な工夫をしながら、下級生に対する思いやりや 
リーダー性を育んできたことから、中学生においても、そうした効
果が期待できると考えます。 

⑤義務教育学校に関する転出入や、  
私立中学・県立中学への受験・進学は
可能ですか。 

他の小・中学校と同じように可能です。 
ただ、すでに学習した内容の確認など、丁寧な対応が必要です。 

Ｑ.３【義務教育学校になると、子どもたちにとってどんなメリットが

ありますか？】 

 

①教育課程の基準の特例により、地域学習

や英語など、小中一貫教育の軸となる教

科を設定できるため、学校の特色を生か

した授業を受けることができます。 
 

②学年の区切りを弾力的に設定することが

でき、進級の達成感や上級生としての 

責任感を学ぶ機会につながります。 
 

③小学校から中学校への進学の際、新しい 

環境になじめない等、いわゆる「中 1 

ギャップ」の緩和・解消が期待できます。 
 

④前期課程６年、後期課程３年がスムーズに 

つながり、子どもたちが進級するうえで、 

戸惑うことが少なく学習に取り組むことが 

できます。小学校に教科担任制を取り入れ 

たり、６年生以下に中学校免許を持つ先生が専門的な指導を行ったり、小学校の免許を持つ先生が、チームティーチング

で７年生以上の生徒の学習支援を行ったりすることも可能になります。 
 

⑤学校行事や生徒会活動などは１年生から９年生で行うので、異学年の交流が図られ、精神的な発達や社会性の育成が期待

されます。低学年児童と接することで、高学年生徒（７～９年生）の自己肯定感が高まり、生活面に落ち着きが増すとい

う効果も期待されます。 
 

⑥一つの学校職員である先生方が、子どもたちの情報をしっかり共有し、１年生から９年生を継続的に見守ってくれます。

また、学習や生活の約束事を、９年間を見通して設定することで、子どもたちの安心感につながります。 


